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大学コンソー シアムひょうご神戸 社会連携助成事業
水害で水損した歴史資料の保
全･活用ができるボランティア
の養成事業
事業の概要
今年度､三木市の関西国際大学に事務局をおく
大学コンソーシアムひようご神戸の社会連携助成
事業の ｢助成金交付｣が公募され､歴史文化系の
3大学(大手前大学 ･神戸女子大学 ･神戸大学)
で応募した ｢水害で水損した歴史資料の保全 ･修
復ができるボランティアの養成事業｣が採択され
た(各大学の連携代表者を､今井修平 ･神戸女子
大学副学長､栖本誠一 ･大手前大学史学研究所所
長､坂江渉 ･神戸大学大学院人文学研究科講師と
し､事務局担当を大手前大学史学研究所の魚津知
克氏とした)｡
すでに神戸大学では､平成 16年 10月の台風
23号直後のボランティア活動を通じて､水害で
水損した歴史資料の救出や修復に関する一定の
ノウハウを蓄積してきた｡人文学研究科の ｢地
域歴史遺産保全活用基礎論｣での何回かのワーク
ショップの実施､歴史資料ネットワークの水損史
料ワークショップなどへ協力することにより､実
際のワークショップの講師･指導者となり得る人
材の育成が進んでいた｡
そこでこうした実績のもと､さらに近接する歴
史文化財系教室のある大学､大手前大学 ･神戸女
子大学 ･神戸大学が連携し､水損史料の保全･修
復ができる人材(学生･社会人ボランティア)杏
育成するための共同研修活動を進めることが決ま
り､本助成事業に応じることになった(平成 19
年7月)｡またこのような大学間の連携事業を通
じ､兵庫県下の大学が災害復興や歴史文化を活か
したまちづくりに貢献できるように努め､将来こ
の問題をめぐる大学間共通の教育プログラム (新
たな史料学､古文書学等)を確立できるよう努力
することでも合意できた｡
実施期間は平成 19年8月 1日～平成20年2
月28日 (助成申請額は245,000円)｡3大学の
既存事業でのワークショップのほか､神戸市埋蔵
文化財センターと兵庫県考古博物館で社会人向
け (県内自治体の文化財担当者､自治体史編纂
担当者の多くが参加)のワークショップを開催｡
2008年2月 15日には､事業の今年度の総括の
意味を込めて､兵庫県立考古博物館の講堂で､3
大学主催のシンポジウム ｢水害から歴史文化遺産
をまもる｣(大手前大学史学研究所オープンリサー
チセンター共催､兵庫県立考古博物館後援｡25
名参加)をおこなった｡坂本勇氏の記念講演 ｢ス
マトラ沖大津波後の被災文書救出と修復活動｣の
後､ワークショップ講義を担当した河野末央氏(也
域連携センター研究員)､鎌谷かおる氏 (神戸女
子大学非常勤講師)､魚津知克氏(大手前大学職員)
が報告をおこない､次いで松下正和氏 (地域連携
センター研究員)を加えたパネルディスカッショ
ンを開いた｡
議論では地域文化の育成や歴史資料の保全･活
用が単に一つの大学でおこなわれるのではなく､
いくつかの大学間の連携でおこなわれることの有
効性､また本事業がその大きなきっかけとなった
ことの意義は大きいなどの点が話された｡また今
後とも何らかの形で活動を継続していくことの重
要性も確認された｡
本センターのこれまでの活動においても､歴史
資料をめぐる組織的な大学間連携はほとんど出来
ていなかったので､今年度の大学コンソーシアム
の社会連携事業は､今後の展開をおこなう上でも
大きな意味をもつと考えられる｡
(文責･坂江渉)
入学コンソーシアムひょうご神戸
水損史料修復ワークショップ
大学コンソーシアムひようご神戸で実施した水
損歴史資料修復ワークショップは､下記の通りで
ある｡
【第 1回】2007年 11月27日@神戸市埋蔵文化
財センター
※ ｢史資料学｣の授業の一環として神戸大
学の学生も3名参加
【第2回】2007年 11月29日郎申戸女子大学
【第3回】2008年2月6日@大手前大学
【第4回】2008年2月 15日@兵庫県立考古博物
館
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主催する神戸 ･大手前 ･神戸女子の三大学で授
業中等に実施するとともに､コンソーシアムのそ
もそもの目的である社会連携事業として神戸市埋
蔵文化財センター ･兵庫県立考古博物館等におい
て､自治体の文化財関連を担当する職員､博物館
ボランティアの方々等社会人に対しても同じく講
習を行った｡
ワークショップは､最初に､2004年台風23
号被害からの水損史料保全活動について概要を説
明し､その後､和紙で作成したサンプル史料を実
際に水損させ､ペーパータオルなどの吸水紙で濡
れた史料を押さえ､吸水乾燥させる方法を実施し
た｡また､史料の汚損状態によって作業従事者
の衛生面には十分な配慮が必要であることなど､
ワークショップで体験できない点については､口
頭で繰り返し説明し､強調するよう心がけた｡
参加した学生から寄せられた感想は下記の通りで
ある｡
*普段は古文書を読むばかりだけど､歴史資料を
修復するということも古文書と関わるうえで大
切なことだと思いました｡
*もっと色々な状態の古文書をどのように修復す
るのか知りたいと思いました｡-･etc
(神戸女子大学)
*文書という非常にデリケートな資料を扱うの
で､細かな手順があるのだろうと思っていたが､
単純で少しの知識と資料を丁寧に扱う姿勢さえ
あれば､簡単にできるのだなと驚いた｡･- ど
こかで水害がおこりボランティアが必要なら
ば､ぜひ参加し､文化財を守るお手伝いができ
れば -･と思う｡
*水損した資料を乾かすことがとても時間がかか
ることがわかった｡単純だが､破れないように､
など細かな気遣いが必要だと思った｡
*思っていたよりも簡単な作業で､ちょっとした
手順やコツを覚えれば誰にでもできる作業だと
感じた｡
*水損してしまった歴史資料を修復するのは専門
的な知識 ･技術 ･道具がないとできないと思っ
ていた｡応急処置なら家庭にある身近なもので
もできるということを知り､大変興味深かった｡
-･誰にでも歴史資料を守れるということを学
べたので､もしそのような場に遭遇した場合は､
今日の経験を活かし､より多くの人にも歴史資
料を守れるということを伝えたい｡･-etc
(大手前大学)
*水害時に応急処置をならい良かった｡今後に生
かせるように記憶しておきたい｡
*今回の但馬での史料レスキューの話をきいて､
ものすごく時間と手間がかかる活動だと感じ
た｡やはり根本的に地域住民の歴史資料への意
識を高めて､あらかじめ災害に備える日常的活
動が重要だと思う｡･-etc
(神戸大学地域歴史道産保全活用基礎論での感想文)
水損史料修復ワー クショップ
作業には家庭にある身近なものが利用でき､方
法や留意点さえ学べば誰でもできる簡単な作業で
あることを伝えられた意義は大きい｡
自治体の文化財担当者等社会人の方からもほぼ
同様の感想を得たが､｢日常時にいかなる取り組
みを行い､災害に備えるべきか｣という意識が高
かったことが印象的だった｡社会人を対象とした
ワークショップは2回行われたが､いずれも20
-30名程度の参加を得､盛況であった｡
計4回実施したワークショップ全体として感じ
たのは､参加者の関心の高さである｡熱心に作業
に取り組み､｢質問攻め｣と言ってよいほど多く
の質問を受けた｡もっともその質問も講師を担当
した者が全て答えられたわけではない.実際の水
損史料修復の現場では､史料の乾燥方法は改良を
重ねながら行ってきたように､ワークショップで
用いた乾燥方法もいまだ改良の余地があるように
思う｡答えられなかった質問を改善のための ｢指
摘｣として受け止め､さらなる工夫をこらしてい
く必要があろう｡
(文責 ･河野末央)
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